
種まきから収穫まで
農作業を支援

市内の農園で作られた野菜や果物は、直売所での販売用や市内の小・
中学校で学校給食用として出荷されています。しかし、農業の担い手
不足により、農作業の負担が農家個人に大きくかかっています。
小平には、農作業を手伝う援農ボランティアという活動があります。
援農ボランティアの内容や活動する魅力を紹介します。

援農ボランティアとは

ボランティアの力は大きいです

種まき
◆梅室園でのある日の活動

農業用支柱で固定

ビニール
トンネルかけ

養成講座を受けて活動

野菜コースの作業

果樹コースの作業

ボランティアの活動

援農ボランティアの申込み

援農ボランティアとは、農家の指導を受けなが
ら、農作物を育てて出荷するまでの作業を支援
する活動です。
活動内容は、種まき、苗植え、間引き、収穫、
雑草取り、ビニールトンネルかけ、農業用支柱で
固定、片づけ作業など、多岐にわたります。ま
た、野菜コースと果樹コースがあり、好きなコ
ースを選ぶことができます。

農業の担い手が不足してい
るので、ボランティアの皆
さんの力は大きいです。数
人で協力しないとできない
作業もあるので、１人でも
多いと助かります。男女を
問わず、意欲のある方、定
期的に活動できる方、土い
じりの好きな方であれば歓
迎です。

午前９時ごろから作業開始。今回は夏に収穫する
とうもろこしの種まきで、指で土に穴を空け、種
をまいています。

ビニールトンネルが風で飛ばされ
ないように、農業用支
柱で固定します。終了
は午後０時３０分ごろ。

種をまいた後は、
保温するためにビ
ニールトンネルを
かけます。活動するためには、養成講座を受ける必要があ

ります。６月下旬から１2月中旬にかけて座学
と実習で農業を学び、修了すると令和３年１月
以降から活動できます。
講座内容
▷東京の農業の実態
▷野菜や果樹の栽培方法の座学
▷農家で農作業（収穫、片付けなど）実習
※講座（座学（平日）と実習）の出席率がおお
むね７割以上で認定。

小松菜、大根、にんじん、とう
もろこし、なすなどの栽培、農
機具片付けほか

ぶどう、キウイ、なしなどの果
物の栽培、農機具の片付けほか

種まきから収穫までの農作業を支援しています。
その一部の作業を紹介します。

対　象　おおむね2０歳以上で定期的にボランティア
活動ができる健康な方
定　員　各１０人（野菜コース、果樹コース）
申込み　５月７日（木）まで（必着）に、はがきに「援農
ボランティア希望」と明記し、住所、氏名（ふりがな）、

年齢、性別、電話番号、希望コースを記入のうえ、
JA東京むさし小平支店指導経済課（〒１８７−００３2
　小川町２−１８2７）へ送付（申込み多数の場合は
抽選）
※結果や講座の日程などは、申込者全員に５月中旬
ごろ通知します。
問合せ　産業振興課☎０４2（３４6）９５３３梅室園　梅室さん

育てた野菜は直売所などへ出荷
手がけた野菜などは、直売所で売られたり、給食用
として市内の小・中学校などに出荷されます。

農家の梅室さん（写真左）と
援農ボランティアの皆さん

手がけた野菜の成長を見ると
うれしいです。昨年秋に植え
て育てた玉ねぎは、これから
出荷されるので楽しみです。

仲間と楽しく活動できることが魅力です
定年を機にボランティアを
始めて2０年近くになりま
す。それまでは事務職で畑
とは無縁だったため、農作
業は知らないことばかり
で、一から教わることが多
く、楽しいです。また、さ
まざまな経歴をもつ人同士
で話せることも楽しくて続
けています。自分が作った野菜が売り場に出るとや
りがいを感じます。暑いとき、寒いときは大変です
が、農家さんが気遣って、無理なく気楽にできるよ
うな雰囲気を作ってくれます。

援農ボランティア
野島さん

躍動をかたちに　進化するまち　こだいら

ぶるべー

令和２年（２0２0年）
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
の
発
行

が
５
月
２５
日
（
月
）（
予
定
）
で
終
了
し
、

通
知
カ
ー
ド
の
再
発
行
や
、
氏
名
・
住
所

の
書
き
換
え
も
終
了
し
ま
す
。

　
通
知
カ
ー
ド
は
発
行
終
了
後
も
使
用
で

き
ま
す
が
、
最
新
の
氏
名
・
住
所
が
記
載

さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

証
明
す
る
書
類
と
し
て
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
再
発
行
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
氏
名
や
住
所
を
書
き
換
え
る
場
合
は
、

５
月
２３
日
（
土
）
ま
で
に
、
市
役
所
１
階

市
民
課
（
土
曜
日
は
午
後
０
時
１５
分
ま

で
）、
東
部・西
部
出
張
所
（
平
日
の
み
）

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
本
人
ま
た
は

同
一
世
帯
員
が
手
続
き
で
き
ま
す
。

持
ち
物　
通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
の
官
公
庁
発
行
の
顔

写
真
つ
き
１
点
ま
た
は
健
康
保
険
証
・
年

金
手
帳
な
ど
の
顔
写
真
な
し
２
点
）

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で

す
。

問
合
せ　
小
平
市
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
☎
０４２（
３
４
６
）９
８
４
１（
平

日
の
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
）

第
４
次
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画
を
策
定

　
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら
５
年
間
を
計
画

期
間
と
し
て
、
第
４
次
小
平
市
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、
市
民
意
見
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

変
更
・
脱
退
な
ど
は
届
け
出
を

国
民
健
康
保
険

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
加
入
や
脱

退
な
ど
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、
届
け
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。
加
入
の
手
続
き
が
遅

れ
る
と
、
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
間
の
医
療
費
が
全
額
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。
脱
退
の
手
続
き
が

遅
れ
、
誤
っ
て
国
保
の
被
保
険
者
証
を
使

っ
て
受
診
す
る
と
、
国
保
が
負
担
し
た
医

療
費
を
後
で
返
す
こ
と
に
な
り
、
国
保
税

も
脱
退
手
続
き
が
済
む
ま
で
は
、
課
税
さ

れ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。

　
届
け
出
の
内
容
に
よ
っ
て
必
要
な
も
の

が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
国
保
は
、
国
保
税
の
ほ
か
国
な
ど
か
ら

の
公
費
や
、
国
保
加
入
者
以
外
の
税
金
な

ど
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
国
保
税
の
納
付
は
、
便
利
で
納
め
忘
れ

の
な
い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
任
意
継
続
被
保
険
者
か
ら
切
り
替
え
る

方
の
国
保
加
入
日
は
、
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　
保
険
年
金
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
２
９

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

▪
令
和
２
年
度
・
３
年
度
の
保
険
料
率
を

決
定

　
保
険
料
率
が
表
１
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。
７
月
に
発
送
す
る
保
険
料
額
決
定

通
知
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
が
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
の
方

の
４
月
・
６
月
・
８
月
の
保
険
料
は
、
平

成
３０
年
中
の
所
得
に
基
づ
き
、
仮
に
計
算

し
た
額
で
す
。

▪
保
険
料
の
軽
減

　
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
方
に
対
し
て

保
険
料
の
軽
減
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

軽
減
特
例
の
一
部
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
い
お
知
ら
せ
は
、
７
月
に
発
送
す
る

保
険
料
額
決
定
通
知
書
に
同
封
す
る
予
定

で
す
（
表
２
）。

※
被
扶
養
者
、
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
の

受
給
者
、
無
収
入
の
方
な
ど
、
所
得
が
不

明
な
場
合
は
、
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
で
、
所
得
の
申

告
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
税
務
課
（
市

役
所
２
階
）、
東
部
・
西
部
出
張
所
で
、

住
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
保
険
料
納

付
が
可
能
に

　
令
和
２
年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
（
普
通
徴
収
）
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
付
で
き
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
す
る
際
は
、
領
収
証

書
と
レ
シ
ー
ト
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
保
険
年
金
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
８

審
議
会
な
ど
の
委
員
を
募
集

▪
第
六
期
障
害
福
祉
計
画
・
第
２
期
障
害

児
福
祉
計
画
等
検
討
委
員
会

　
小
平
市
障
が
い
者
福
祉
計
画
、
第
六
期

小
平
市
障
害
福
祉
計
画
、
第
二
期
小
平
市

障
害
児
福
祉
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
検
討

す
る
た
め
、
検
討
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
在
住
の
２０
歳
以
上
で
平

日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

※
ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の
公
募
委
員
は
応

募
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
人
数　
８
人

任　
期　
６
月
〜
令
和
３
年
３
月
（
会
議

は
年
５
回
開
催
）
を
予
定

報　
酬　
１
万
２
千
円
（
日
額
）

申
込
み　
４
月
２８
日（
火
）ま
で（
必
着
）

に
、「
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
の
わ
た

し
の
考
え
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文
（
８

百
字
程
度
）
に
住
所
、氏
名
、性
別
、年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ

（
送
付・フ
ァ
ク
シ
ミ
リ・電
子
メ
ー
ル
可
）

※
選
考
委
員
会
で
決
定
し
、
結
果
を
全
員

に
通
知
し
ま
す
。
応
募
書
類
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
（
〒
１８７
︱
８

７
０
１　
健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
）
☎

０４２
（
３
４
６
）
９
５
４
０
、
V

０４２
（
３
４

６
）９
５
４
１
、
Asyogaisyashien@

city.kodaira.lg.jp

▪
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

　
ご
み
減
量
と
３ス

リ
ー

Ｒア
ー
ル

推
進
の
た
め
、
調

査
・
研
究
、
審
議
を
し
ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
在
住
で
年
５
回
程
度
、

平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

※
ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の
公
募
委
員
の
方

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
人
数　
１０
人

任　
期　
６
月
中
旬
か
ら
２
年
間

報　
酬　
１
万
２
千
円
（
日
額
）

申
込
み　
４
月
２４
日（
金
）ま
で（
必
着
）

に
、「
今
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
、
こ
だ
い

ら
の
ご
み
減
量
ア
イ
デ
ア
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
作
文
（
８
百
字
程
度
）
に
住
所
、
氏

名
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

問
合
せ
先
へ（
送
付・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ・
電

子
メ
ー
ル
可
）

※
選
考
審
査
会
で
決
定
し
、
結
果
を
全
員

に
通
知
し
ま
す
。
応
募
書
類
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

問
合
せ　
資
源
循
環
課
（
〒
１８７
︱
０
０
３

１　
小
川
東
町
５
丁
目
１９
番
１０
号
）
☎
０４２

（
３
４
６
）９
５
３
５
、
V

０４２（
３
４
６
）

９
５
５
５
、
Ashigenjunkan@city.

kodaira.lg.jp

ン
ト
）
の
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

※
計
画
書
は
、図
書
館（
分
室
除
く
）、市
政

資
料
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
１
階
）、東
部
・

西
部
出
張
所
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
な
お
、
市
政
資
料
コ

ー
ナ
ー
、図
書
館（
分
室
を
除
く
）、東
部・

西
部
出
張
所
で
は
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　
仲
町
図
書
館
☎
０４２
（
３
４
４
）

７
１
５
１

１８
歳
か
ら
２９
歳
ま
で
の

投
票
立
会
人
を
募
集

７
月
５
日
（
日
）

東
京
都
知
事
選
挙

　
投
票
立
会
人
と
は
、
選
挙
の
際
に
投
票

事
務
が
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
投
票
所
で

立
ち
会
う
人
の
こ
と
で
す
。
政
治
や
選
挙

に
目
を
向
け
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
す
の

で
、
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対　
象　
１８
歳
〜
２９
歳
（
７
月
５
日
時

点
）
の
方

※
報
酬
や
立
会
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
、

小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み　
５
月
１１
日
（
月
）
ま
で
に
、
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
７
６

指
定
申
請
の
案
内
を
発
送

特
定
生
産
緑
地

▪
令
和
４
年
ま
た
は
令
和
５
年
に
生
産
緑

地
決
定
３０
年
を
迎
え
る
方
に
案
内
を
発
送

　
生
産
緑
地
で
適
用
さ
れ
て
い
る
税
制
措

置
の
継
続
に
必
要
な
、
特
定
生
産
緑
地
の

申
請
の
案
内
を
発
送
し
ま
し
た
。
６
月
３０

日
（
火
）
ま
で
に
申
請
す
る
と
、
１２
月
ご

ろ
指
定
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
案
内
ま
た
は
小
平
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
都
市
計
画
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
５
４

災

害

時

の

応
援
協
定
を
締
結

　
災
害
時
に
お
け
る
医
療
救
護
活
動
の
協

力
に
つ
い
て
、
民
間
救
急
事
業
者
、
介
護

タ
ク
シ
ー
計
７
事
業
者
と
協
定
を
結
び
ま

し
た
。

　
災
害
時
に
、
医
療
救
護
所
な
ど
か
ら
災

害
時
医
療
機
関
へ
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
あ

る
車
両
で
傷
病
者
の
搬
送
を
要
請
す
る
も

の
で
す
。
災
害
時
に
は
連
携
、
協
力
し
、

災
害
対
策
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

問
合
せ　
防
災
危
機
管
理
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
１
９

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　
６
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
工
業
統

計
調
査
を
し
ま
す
。
４
月
下
旬
か
ら
５
月

に
か
け
て
、
東
京
都
知
事
任
命
の
調
査
員

が
訪
問
し
ま
す
。

届け出が必要なとき

国保に
加入
する方

・小平市に転入した（前住所で
国保に加入していた）
・生活保護を受けなくなった
・国保加入世帯に子どもが生ま
れた
・職場の健康保険をやめた
※職場の健康保険の被扶養者で
なくなったときや、健康保険の
加入者が７５歳になり後期高齢者
医療制度に移ったことに伴い、
その被扶養者でなくなったとき
も届け出が必要です。

国保を
やめる方

・小平市を転出する
・職場の健康保険などに加入し
た
・生活保護を受けることになっ
た
・死亡した

その他

・市内で住所が変わった（転居）
・氏名などに変更があった
・保険証をなくした（再発行）
・修学のため住所地を離れる方
がいる
・住民票を移して施設入所をす
る方がいる
・外国人の方で、在留期限を変
更した
・国保に加入していない世帯主
が死亡した

表 １　令和 ２年度・３年度の保険料率

表 ２　均等割額、所得割額の軽減
均等割額の軽減

所得割額の軽減

被扶養者だった方の軽減

※「賦課のもととなる所得金額」とは、前年中の総所得、山林所得、
株式・長期（短期）譲渡所得などの合計金額から基礎控除額３３万円
を引いた額です（雑損失の繰越控除額は控除しません）。

+ ＝
年間保険料額

保険料額に
ついては１００円

未満切捨て
（限度額 ６４万円）

所得割額

賦課のもとと
なる所得金額※

×
８.７２％

均等割額

被保険者
１ 人あたり
４４,１００円

　同じ世帯の被保険者全員と世帯主の「総所得金額等を合計し
た額」をもとに均等割額を軽減しています。

　被保険者本人の ｢賦課のもととなる所得金額｣ をもとに所得
割額が軽減されます。

総所得金額等の合計が下記に該当する世帯 軽減割合 軽減後の
均等割額

３３万円
以下

被保険者全員の年金収入が８０万円以下
で、そのほかの所得がない場合 ※ ７割 １３,２３０円

上記以外 ※７.７５割 ９,９２２円
基礎控除額（３３万円）＋（２８万 ５ 千円×被保険者
数）以下 ５割 ２２,０５０円

基礎控除額（３３万円）＋（５２万円×被保険者数）以下 ２割 ３５,２８０円
※国により特例として実施されてきた総所得金額等の合計額が３３万円
以下の方の軽減は、 ８割または８.５割から見直されました。
・６５歳以上で公的年金等控除を受けた方は、さらに高齢者特別控除１５
万円を控除
・ ５割軽減と ２割軽減の対象者を拡大

賦課のもととなる所得金額 軽減割合
１５万円以下 ５０％
２０万円以下 ２５％

　後期高齢者医療制度の対象となった日の前日まで会社の健康
保険など（国保・国保組合は除く）の被扶養者だった方は、資
格取得から ２年を経過する月まで均等割額 ５割軽減、所得割額
は当面の間かかりません。

　
調
査
結
果
は
、
地
域
別
・
規
模
別
な
ど

に
集
計
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
の
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

対　
象　
製
造
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業

所※
調
査
員
は
、
写
真
入
り
の
調
査
員
証
を

必
ず
携
帯
し
て
い
ま
す
。

※
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
統
計

の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
正
確

な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
行
政
経
営
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
１
２

審
議
会
な
ど
の
日
程

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
に
最
大
限
配
慮
す
る
た
め
、
傍
聴
は
で

き
ま
せ
ん
。
会
議
録
は
、
後
日
、
市
政
資

料
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
１
階
）ま
た
は
小
平

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▪
社
会
教
育
委
員
の
会
議

と　
き　
４
月
１６
日
（
木
）　
午
前
９
時

３０
分
か
ら

問
合
せ　
地
域
学
習
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
７
４

▪
教
育
委
員
会
定
例
会

と　
き　
４
月
１６
日
（
木
）　
午
後
２
時

か
ら

問
合
せ　
教
育
総
務
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
６
８

▪
土
地
利
用
審
議
会

と　
き　
４
月
１７
日
（
金
）　
午
後
２
時

か
ら

問
合
せ　
都
市
計
画
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
８
２
９

▪
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

と　
き　
４
月
２３
日
（
木
）　
午
後
１
時

か
ら

問
合
せ　
保
険
年
金
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
２
９

▪
特
別
支
援
教
育
総
合
推
進
計
画
（
第
二

期
）
前
期
計
画
検
討
委
員
会

と　
き　
４
月
２３
日
（
木
）　
午
後
２
時

か
ら

問
合
せ　
指
導
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

７
２

氏
名・住
所
の

書
き
換
え
な
ど
は
お
早
め
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
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日　　程 診 療 時 間 名　称 所　在　地 電 話 番 号

休日応急診療 日曜日、祝日、
年末年始 午前 ９時～午後 ５時 小平市医

師会応急
診療所

学園東町
１－１９－１２
（健康センター内）

０４２（３４６）３７０６
（左記診療時間内）

準夜応急診療 月曜～日曜日
（年中無休）

午後 ７時３０分～１０時３０分
（受付は１０時１５分まで）

※応急診療所の診療科目は内科と小児科です。高校生以下の受診は、保護者の同伴が必要です。健康保険証、各
種医療費受給者証を忘れずにお持ちください。

休日応急診療・準夜応急診療（内科・小児科）

日　　程 医療機関名 所　在　地 電 話 番 号

４ 月 ５ 日（日） 三 珠 歯 科 医 院 花小金井南町 １－１２－ ２ コンフォール花小
金井１０６号 ０４２（４６５）８１１８

４ 月１２日（日） 三 浦 歯 科 医 院 小川町 ２－１３４６－２１ ０４２（３４７）０１５０
４ 月１９日（日） 三 木 歯 科 医 院 上水南町 ２－ ４－３２ ０４２（３２６）４９７０
※車でお越しの際は、必ずお問い合わせください。また、医療機関は変更になる場合があります。

休日歯科応急診療医（診療時間：午前９時～午後５時）

東京消防庁救急相談
センター

＃７１１９（携帯電話、PHS、プッシュ回線から）
０４２（５２１）２３２３（ダイヤル回線から）

救急車を呼ぶべきか迷った場合の
相談・２４時間

小平消防署
病院・診療所案内 ０４２（３４１）０１１９ 救急医療機関の案内・２４時間

東京都医療機関案内
サービス（ひまわり） ０３（５２７２）０３０３ 診療中の医療機関の案内・２４時間

東京都による救急診療などの相談・案内

国
民
年
金

▪
令
和
２
年
度
の
保
険
料
額

　
令
和
２
年
度
の
保
険
料
額
は
、
１
か
月

あ
た
り
１
万
６
千
５
百
４０
円
で
す
。
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
か
ら

金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
め
ら
れ
ま
す
。

▪
保
険
料
の
前
納
割
引

　
一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
納

す
る
と
、
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
４
月
３０
日
ま
で
に
、
１
年
分
を
ま
と
め

て
現
金
納
付
（
１
年
前
納
）
し
た
場
合
、

納
付
額
は
１９
万
４
千
９
百
６０
円
（
令
和
２

年
４
月
〜
令
和
３
年
３
月
分
の
保
険
料
額

が
対
象
）
で
、
毎
月
納
め
る
場
合
よ
り
３

千
５
百
２０
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

※
ほ
か
に
２
年
前
納
、６
か
月
前
納
、口
座

振
替
の
早
割
な
ど
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
所
得
な
ど
の
審
査
を
受
け
認
め
ら
れ

る
と
、
そ
の
期
間
の
保
険
料
を
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
な
ど
後
か
ら
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。退
職
し
、
学
生
に
な
っ
た
方

は
申
請
時
に
離
職
票
や
雇
用
保
険
資
格
喪

失
確
認
通
知
書
な
ど
の
添
付
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
５
７
０
（
０
０
３
）
０
０
４

▪
年
金
の
予
約
相
談

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
全
国
の
年
金
事

務
所
で
年
金
相
談
の
予
約
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
年
金
請
求
の
手
続
き
や
、
受
給

し
て
い
る
年
金
の
相
談
な
ど
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

と　
き　
月
曜
〜
金
曜
日　
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
４
時

申
込
み　
希
望
日
の
１
か
月
前
か
ら
前
日

ま
で
に
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
年
金

手
帳
や
年
金
証
書
を
用
意
の
う
え
、
ね
ん

き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
へ
☎
０
５
７
０
（
０５
）
１

１
６
５

▪
国
民
年
金
保
険
料
の
追
納

　
経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
や
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
を
認

め
ら
れ
た
期
間
の
あ
る
方
が
、
後
か
ら
期

間
分
の
保
険
料
を
納
付
で
き
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
納
付
す
る
と
、
将
来
受
け
取
れ

る
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
武
蔵
野
年
金
事
務
所
☎
０
４
２

２
（
５６
）
１
４
１
１

▪
将
来
の
年
金
受
け
取
り
額
を
増
や
し
た

い
方
に　
付
加
年
金
制
度

　
付
加
年
金
と
は
、
納
付
す
る
保
険
料
に

４
百
円
を
上
乗
せ
す
る
と
、
将
来
受
け
取

れ
る
年
金
額
を
増
や
せ
る
制
度
で
す
。
手

続
き
を
し
た
月
か
ら
の
加
入
で
す
。
ま

た
、
産
前
産
後
の
保
険
料
納
付
免
除
期
間

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

対　
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▽
２０
歳
〜
６５
歳
未
満
で
、
国
民
年
金
第
１

号
に
加
入
し
て
い
る

※
海
外
任
意
、
高
齢
任
意
加
入
中
の
方
も

含
み
ま
す
。

▽
現
在
、
保
険
料
納
付
の
免
除
や
納
付
猶

予
、
学
生
納
付
特
例
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い

▽
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
な
い

持
ち
物　
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）、
年
金
手
帳

※
代
理
人
が
申
出
す
る
場
合
は
、
本
人
の

委
任
状
（
本
人
の
署
名
・
押
印
が
あ
る
も

の
）、
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要

で
す
。

問
合
せ　
保
険
年
金
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
１

令
和
２
年
度
用
の

風
し
ん
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送

４２
歳
〜
５８
歳
の
男
性

　
昭
和
３７
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
５４
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
で
、
ま
だ
風
し
ん

抗
体
検
査
や
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い

方
へ
、
全
国
の
指
定
医
療
機
関
で
風
し
ん

抗
体
検
査
と
予
防
接
種
が
無
料
で
受
け
ら

れ
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
、
３
月
末
に
発
送
し

ま
し
た
。

※
既
に
昨
年
度
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
さ

れ
た
方
や
、
転
入
前
の
自
治
体
な
ど
で
受

診
済
み
の
方
は
、
再
度
抗
体
検
査
を
受
け

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
昨
年
度
の
ク
ー
ポ
ン
券
が
お
手
元
に
あ

る
場
合
も
、
今
回
お
送
り
し
た
新
し
い
ク

ー
ポ
ン
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
度
ま
で
に
抗
体
検
査
を
受
け
て
い

て
、
十
分
な
量
の
抗
体
が
な
い
こ
と
が
判

明
し
て
い
る
方
で
、
予
防
接
種
が
ま
だ
お

済
み
で
な
い
方
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
査

結
果
を
持
参
し
て
、
予
防
接
種
の
み
受
け

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
健
康
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
（
３
４

６
）
３
７
０
０

医

師

に

よ

る

も
の
忘
れ
相
談
会

と　
き　
５
月
１２
日
（
火
）　
午
後
１
時

３０
分
以
降
の
指
定
す
る
時
間

と
こ
ろ　
さ
わ
や
か
館
和
室
け
や
き

対　
象　
市
内
在
住
で
も
の
忘
れ
な
ど
の

症
状
が
あ
り
、
認
知
症
が
心
配
さ
れ
る
方

ま
た
は
そ
の
家
族

定　
員　
３
人

申
込
み　
４
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
小
平
健
成
苑
へ
（
先

着
順
）
☎
０
４
２
（
４
５
１
）
８
８
１
３

認
知
症
家
族
介
護
講
座

▪
介
護
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
こ
つ
を
学

ぼ
う

　
認
知
症
の
基
礎
知
識
や
介
護
ス
ト
レ
ス

と
う
ま
く
付
き
合
う
た
め
の
考
え
方
（
認

知
行
動
療
法
）
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と　
き　
５
月
１１
日・１８
日
、６
月
１
日・

１５
日
・
２２
日
、
７
月
１３
日
の
月
曜
日　
午

前
１０
時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０
分　
全
６
回

と
こ
ろ　
健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
２
階

第
三
・
第
四
会
議
室

対　
象　
認
知
症
の
家
族
を
介
護
す
る
方

定　
員　
１２
人

申
込
み　
４
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
中
央
セ
ン
タ
ー
へ

（
先
着
順
）
☎
０４２
（
３
４
５
）
０
６
９
１

介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー

養

成

講

座

　
地
域
で
介
護
予
防
の
活
動
を
す
る
介
護

予
防
リ
ー
ダ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た

の
力
を
地
域
の
た
め
に
生
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

と　
き　
５
月
１３
日
〜
７
月
１
日
の
水
曜

日　
午
前
１０
時
〜
正
午　
全
８
回

と
こ
ろ　
福
祉
会
館
第
１
集
会
室

対　
象　
市
内
在
住
で
介
護
予
防
の
普
及

啓
発
に
意
欲
が
あ
り
、
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
が
で
き
る
方

定　
員　
２０
人

内　
容　
介
護
予
防
の
講
話
や
実
技
、
地

域
で
の
活
動
方
法
ほ
か

持
ち
物　
筆
記
用
具

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

申
込
み　
４
月
３０
日
（
木
）
ま
で
に
、
高

齢
者
支
援
課
へ
（
先
着
順
）
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
３
９

健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
に

手
話
通
訳
者
を
配
置

　
市
で
は
、
情
報
の
伝
達
に
手
話
を
必
要

と
す
る
方
の
た
め
に
、
手
話
通
訳
者
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
第
１
・
第
３
火
曜
日
、
５
月
１２

日
、
１１
月
１０
日
の
火
曜
日　
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

と
こ
ろ　
健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
１
階

問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２（
３
４

６
）９
５
４
０
、
V

０４２（
３
４
６
）９
５
４
１

発
達
が
気
に
な
る

子
ど
も
の
た
め
の

造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

小
平
市
・
白
梅
学
園
大
学

連
携
療
育
事
業

　
学
生
と
一
緒
に
、
絵
を
描
い
た
り
工
作

を
し
た
り
し
ま
す
。

▪
①
火
曜
造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

と　
き　
５
月
１２
日・２６
日
、６
月
１６
日
、

７
月
７
日
・
２１
日
、
９
月
２９
日
、
１０
月
６

日
・
２０
日
、
１１
月
２４
日
、
１２
月
１
日
・
１５

日
、
令
和
３
年
１
月
１２
日
・
２６
日
の
火
曜

日　
午
後
２
時
４０
分
〜
４
時
１０
分　
全
１３

回対　
象　
市
内
在
住
で
発
達
が
気
に
な
る

ま
た
は
障
が
い
の
あ
る
３
歳
以
上
の
未
就

学
児

定　
員　
１０
人

※
障
が
い
種
別
、
手
帳
の
有
無
を
問
い
ま

せ
ん
。

※
保
護
者
と
離
れ
て
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
す
。

▪
②
土
曜
造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

と　
き　
５
月
１６
日
、６
月
６
日・２０
日
、

７
月
４
日
・
１８
日
、
９
月
２６
日
、
１０
月
１０

日
・
３１
日
、
１１
月
７
日
・
２８
日
、
１２
月
１２

日
、
令
和
３
年
１
月
２３
日
の
土
曜
日　
午

後
２
時
４０
分
〜
４
時
１０
分　
全
１２
回

対　
象　
市
内
在
住
で
発
達
が
気
に
な
る

ま
た
は
障
が
い
の
あ
る
小
学
１
年
〜
３
年

生定　
員　
１０
人

※
障
が
い
種
別
、
手
帳
の
有
無
を
問
い
ま

せ
ん
。

※
保
護
者
と
離
れ
て
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
す
。

▪
③
お
や
こ
で
ち
ょ
こ
っ
と
テ
ニ
ス

　
親
子
で
の
ボ
ー
ル
遊
び
を
通
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
体
を
動
か
し
て
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

と　
き　
５
月
２３
日
、６
月
１３
日・２７
日
、

７
月
１１
日
、
９
月
１９
日
、
１０
月
３
日
、
１１

月
２１
日
、
１２
月
５
日
・
１９
日
、
令
和
３
年

１
月
３０
日
、
２
月
６
日
の
土
曜
日　
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時　
全
１１
回

対　
象　
市
内
在
住
で
発
達
が
気
に
な
る

ま
た
は
障
が
い
の
あ
る
小
学
４
年
〜
６
年

生
と
そ
の
保
護
者

※
障
害
の
種
別
、
手
帳
の
有
無
は
問
い
ま

せ
ん
。

定　
員　
親
子
５
組
程
度

︱
︱
共　
通
︱
︱

と
こ
ろ　
白
梅
学
園
大
学
（
小
川
町
１
︱

８
３
０
）

申
込
み　
①
・
②
は
４
月
２２
日
（
水
）
ま

で
、
③
は
５
月
１
日
（
金
）
ま
で
に
、
は

が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
お
子
さ
ん

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
通

園
・
通
学
先
、
学
年
（
特
別
支
援
学
級
・

教
室
の
場
合
は
学
級
名
）、
生
年
月
日
を

記
入
の
う
え
、
白
梅
学
園
大
学
小
平
市
連

携
事
務
局
へ
（
〒
１８７
︱
８
５
７
０　
小
川

町
１
︱
８
３
０
）
V

０４２
（
３
１
３
）
４
８

０
５
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
を
全
員
に
連
絡
）

※
車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
旨
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

主　
催　
白
梅
学
園
大
学
、
小
平
市

問
合
せ　
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
０

通
学
路
の
安
全
確
保
に

ご

協

力

を

　
４
月
は
、
小
学
校
で
新
一
年
生
を
迎
え

る
時
期
で
す
。
登
下
校
に
不
慣
れ
な
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
車
や
自
転
車
を
運
転

す
る
方
は
、
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
学
校
付
近
の
通
学
路
の
一
部
は
、
ス
ク

ー
ル
ゾ
ー
ン
と
し
て
車
両
の
交
通
規
制
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
日
の
午
前
７
時
３０
分

か
ら
８
時
３０
分
ま
で
は
自
動
車
の
通
行
が

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

内
に
居
住
し
て
い
る
方
な
ど
、
警
察
署
交

付
の
通
行
許
可
証
が
あ
れ
ば
一
部
通
行
が

認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、小
平
警
察
署
交
通
規
制
係（
☎
０４２（
３

４
３
）
０
１
１
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▪
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　
市
で
は
、
児
童
の
登
下
校
時
に
、
見
守

り
活
動
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ　
学
務
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

７
１助

産
師
を
募
集

産
後
ケ
ア

　
家
庭
訪
問
先
で
乳
児
の
も
く
浴
や
授
乳

の
指
導
・
介
助
や
相
談
な
ど
を
受
け
る
助

産
師
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
期
間　
７
月
１
日
（
水
）
〜
令
和
３

年
３
月
３１
日
（
水
）　
２
時
間
程
度

※
月
４
日
〜
６
日
程
度
。
勤
務
日
な
ど
は

後
日
調
整
の
う
え
決
定
。

応
募
資
格　
助
産
師
の
資
格
を
有
す
る
方

募
集
人
数　
若
干
名

報　
酬　
１
回
９
千
円

申
込
み　
４
月
２４
日
（
金
）
ま
で
に
、
履

歴
書（
写
真
を
貼
っ
た
も
の
）、
助
産
師
免

許
証
の
写
し
を
問
合
せ
先
へ
本
人
が
持
参

※
応
募
結
果
は
、
５
月
下
旬
ご
ろ
に
応
募

者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ　
健
康
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
（
３
４

６
）
３
７
０
１
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設
置
費
用
を
助
成

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

燃

料

電

池

　
市
で
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
燃

料
電
池
を
設
置
し
た
方
に
、
設
置
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
（
左
表
）。

　
助
成
を
受
け
る
方
は
、
モ
ニ
タ
ー
と
し

て
、
機
器
使
用
の
効
果
な
ど
を
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

対　
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽
市
内
在
住
で
、
戸
建
住
宅
に
対
象
機
器

を
設
置
し
た
個
人

▽
市
内
の
共
同
住
宅
の
共
用
部
分
に
使
用

す
る
目
的
で
対
象
機
器
を
設
置
し
た
個
人

ま
た
は
法
人
そ
の
他
団
体

▽
市
内
の
事
業
所
な
ど
に
対
象
機
器
を
設

置
し
た
個
人
ま
た
は
法
人
そ
の
他
団
体

申
込
み　
令
和
３
年
３
月
３１
日
（
水
）
ま

で
に
、申
請
書
類
を
問
合
せ
先
へ
持
参（
送

付
・
電
子
メ
ー
ル
不
可
、
先
着
順
）

※
予
算
総
額
に
達
し
た
時
点
で
、
受
付
終

了
。

※
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
募
集
要
領
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
領
は
、
環
境
政
策
課
（
市
役
所

小
・
中
学
生
広
島
平
和
学
習

参
加
者
を
募
集

　
小
平
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
広
島
を
訪
問
し
て
平
和
記
念
式

典
に
参
列
し
ま
す
。
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平

和
の
意
義
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
８
月
５
日（
水
）〜
６
日（
木
）

の
１
泊
２
日

費　
用　
小
学
生
２
万
円
、
中
学
生
３
万

円対　
象　
市
内
在
住
の
健
康
な
小
学
５

年
・
６
年
生
、
中
学
生

※
事
前
研
修（
７
月
４
日（
土
）の
午
後
）、

事
後
研
修
・
平
和
学
習
参
加
報
告
と
被
爆

体
験
者
と
の
懇
談
（
８
月
１５
日
（
土
）
の

午
後
）
に
参
加
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

定　
員　
１０
人

内　
容　
平
和
記
念
式
典
参
列
、
原
爆
ド

ー
ム
・
広
島
平
和
記
念
資
料
館
な
ど
の
見

学
（
予
定
）

申
込
み　
４
月
２２
日（
水
）ま
で（
必
着
）

に
、
往
復
は
が
き
（
１
人
１
枚
）
の
往
信

用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

学
校
名
、
学
年
、
性
別
、
電
話
番
号
を
、

返
信
用
表
面
に「
広
島
平
和
学
習
希
望
」、

住
所
、
氏
名
を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先

へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
過
去
に
参
加

し
て
い
な
い
方
を
優
先
に
学
年
・
男
女
別

に
抽
選
し
、
結
果
を
全
員
に
通
知
）

問
合
せ　
地
域
学
習
支
援
課
（
〒
１８７
︱
８

７
０
１　
小
平
市
役
所
）☎
０４２（
３
４
６
）

９
８
３
４

令
和
３
年
成
人
式

実
行
委
員
を
募
集

　
令
和
３
年
１
月
１１
日
（
月
・
祝
）、
ル

ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
成
人

式
。
一
生
に
一
度
の
記
念
日
を
自
分
た
ち

の
手
で
企
画
・
運
営
し
て
、
思
い
出
に
残

る
成
人
式
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
意
欲
と

ア
イ
デ
ィ
ア
に
あ
ふ
れ
た
新
成
人
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対　
象　
平
成
１２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

１３
年
４
月
１
日
ま
で
の
生
ま
れ
で
、
小
平

市
の
成
人
式
に
参
加
す
る
予
定
の
方

定　
員　
１０
人
程
度

活
動
内
容　
成
人
式
の
企
画
・
運
営

※
６
月
以
降
、
月
１
回
程
度
実
行
委
員
会

を
開
催
。

申
込
み　
５
月
２２
日
（
金
）
ま
で
に
、
地

域
学
習
支
援
課
へ
（
電
話
可
）
☎
０４２
（
３

４
６
）
９
８
３
４

企

画

委

員

会

参
加
者
を
募
集

子
ど
も
の
権
利
条
約
普
及

推

進

事

業

　
子
ど
も
の
権
利
条
約
普
及
推
進
事
業
で

は
、
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
講
演
会
や

出
前
講
座
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
企
画
委
員
会
で
は
、
２
か
月
に
１
回
程

度
、
子
ど
も
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
事
業
の
実

施
内
容
の
企
画
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
ま

す
。
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
５
月
１３
日
（
水
）　
午
後
７
時

〜
８
時
３０
分
ご
ろ

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
学
習
室
１

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　
地
域
学
習
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
３
４

あ
す
ぴ
あ

あ
す
ぴ
あ

▪
事
業
部
会
の
部
会
員
を
募
集

　
市
民
目
線
の
支
援
を
強
化
し
、
市
民
活

動
を
活
発
に
す
る
た
め
、
事
業
部
会
の
部

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容　
▽
イ
ベ
ン
ト
部
会
…
市
民
活

動
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
や
交
流
サ
ロ
ン
の

企
画
・
実
施

▽
フ
ェ
ス
タ
部
会
…
毎
年
１０
月
に
実
施
す

る
元
気
村
ま
つ
り
の
企
画
・
実
施

▽
広
報
部
会
…
広
報
紙
あ
す
ぴ
あ
通
信
の

企
画
・
取
材
・
編
集

応
募
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

市
民
活
動
に
関
心
の
あ
る
方

募
集
人
数　
若
干
名

任　
期　
令
和
３
年
３
月
３１
日
ま
で

申
込
み　
４
月
３０
日
（
木
）
ま
で
に
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
代
、
電
話

番
号
、
応
募
動
機
、
希
望
の
部
会
を
問
合

せ
先
へ
（
送
付
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子

メ
ー
ル
可
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考

で
決
定
）

▪
運
営
サ
ポ
ー
ト
委
員
を
募
集

　
あ
す
ぴ
あ
の
管
理
や
運
営
に
広
く
市
民

の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
運
営
サ
ポ
ー

ト
会
議
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

市
民
活
動
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に

関
心
の
あ
る
方

募
集
人
数　
２
人

任　
期　
７
月
〜
令
和
３
年
３
月

※
会
議
は
年
３
回
程
度
。

申
込
み　
５
月
２
日
（
土
）
ま
で
に
、「
市

民
活
動
支
援
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
４

百
字
程
度
の
作
文
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
年
代
、
電
話
番
号
を
問
合
せ
先

へ
（
送
付
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー

ル
可
）　
　

※
委
員
は
選
考
で
決
定
し
、
結
果
を
全
員

に
通
知
し
ま
す
。
応
募
書
類
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

ふ
れ
あ
い

下
水
道
館
４月の催し

▪
石
井
英
俊
写
真
展　
全
国
の
山
の
デ
ザ

イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

　
全
国
の
山
が
描
か
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

と　
き　
４
月
１４
日
（
火
）
〜
５
月
２４
日

（
日
）

協　
力　
石
井
英
俊
さ
ん
（
日
本
の
マ
ン

ホ
ー
ル
文
化
研
究
会
）

▪
石
井
英
俊
さ
ん
に
よ
る
全
国
の
山
の
デ

ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
お
話
会

と　
き　
５
月
１０
日
（
日
）　
午
前
１１
時

か
ら
、
午
後
２
時
か
ら
（
各
回
１
時
間
）

定　
員　
各
３０
人

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　
ふ
れ
あ
い
下
水
道
館
☎
０４２
（
３

２
６
）
７
４
１
１

多
摩
六
都

　
　
科
学
館

★
★

★

▪
は
や
ぶ
さ
２
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
（
シ
ー
ズ

ン
２
）
ミ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
に
聞
く

は
や
ぶ
さ
２
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

　
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
の
サ
ン
プ
ル
を
今

年
１２
月
に
地
球
に
届
け
る
た
め
、
宇
宙
空

間
を
航
行
中
の
小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ
さ

２
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
前
線
で
活
躍
す

る
吉
川
真
さ
ん
が
、
は
や
ぶ
さ
２
の
こ
れ

ま
で
と
こ
れ
か
ら
を
紹
介
し
ま
す
。

と　
き　
４
月
１８
日
（
土
）　
午
後
５
時

２０
分
〜
７
時

費　
用　
入
館
券
…
大
人
５
百
２０
円
、
小

人
２
百
１０
円

対　
象　
小
学
３
年
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
と
参
加
、
参
加
者
以

外
の
入
室
不
可
。

定　
員　
５０
人

主　
催　
Ｊジ

ャ

ク

サ

Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
科
学
研
究
所

申
込
み　
当
日
、
午
前
９
時
３０
分
か
ら
会

場
へ
（
先
着
順
）

※
休
館
な
ど
、
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

H
検
索　
多
摩
六
都
科
学
館

問
合
せ　
多
摩
六
都
科
学
館
☎
０
４
２

（
４
６
９
）
６
１
０
０

寄
せ
植
え
講
習
会

野
菜
苗
ミ
ニ
講
座

季
節
の
花
で
彩
ろ
う

と　
き　
４
月
２９
日
（
水
・
祝
）　
午
後

１
時
３０
分
か
ら

と
こ
ろ　
JA
東
京
む
さ
し
小
平
フ
ァ
ー
マ

ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

費　
用　
花
苗
・
野
菜
苗
の
購
入
費
実
費

（
３０
㌢
㍍
の
鉢
の
場
合
は
２
千
円
程
度
）

定　
員　
各
３０
人

持
ち
物　
寄
せ
植
え
講
習
会
参
加
者
は
、

コ
ン
テ
ナ
用
の
鉢
（
当
日
購
入
も
で
き
ま

す
）

※
土
は
無
料
配
布
し
ま
す
。

※
事
前
に
申
し
込
み
の
方
に
ハ
ン
ギ
ン
グ

用
の
鉢
を
差
し
上
げ
ま
す
。

主　
催　
小
平
市
園
芸
組
合
、
JA
東
京
む

さ
し
小
平
支
店

協　
力　
こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協

会
、
小
平
市

申
込
み　
問
合
せ
先
へ
（
電
子
メ
ー
ル

可
、
先
着
順
）

問
合
せ　
JA
東
京
む
さ
し
小
平
支
店
指
導

経
済
課
☎
０４２
（
３
４
８
）
７
２
４
４
、
A

kodaira5_musashi@M
USASHI.ja

tokyo.or.jp

苗

の

即

売

会

夏
野
菜

　
ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
、
な
す
、
ピ
ー
マ

ン
、
す
い
か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
苗
を
取

り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

と　
き　
４
月
１８
日
（
土
）　
午
前
９
時

〜
午
後
３
時

※
４
月
１７
日
（
金
）
ま
で
、
問
合
せ
先
で

苗
の
予
約
も
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ　
JA
東
京
む
さ
し
小
平
フ
ァ
ー
マ

ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▪
農
家
に
よ
る
夏
野
菜
の
育
て
方
講
習
会

と　
き　
午
後
１
時
か
ら

定　
員　
２０
人

申
込
み　
４
月
１７
日
（
金
）
ま
で
に
、
申

込
用
紙
を
問
合
せ
先
へ
（
先
着
順
）

※
申
込
用
紙
は
問
合
せ
先
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　
JA
東
京
む
さ
し
小
平
フ
ァ
ー
マ

ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
☎
０４２
（
３
４
８
）
７

２
４
４特

別
展
・
和
食

日
本
の
自
然
・
人
々
の
知
恵

関
連
文
化
講
演
会

▪
和
食
で
伝
え
た
か
っ
た
こ
と

　
６
月
１４
日
（
日
）
ま
で
、
上
野
・
国
立

科
学
博
物
館
で
特
別
展
・
和
食　
日
本
の

自
然
・
人
々
の
知
恵
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
協
力
の
も
と
、
出
展
さ
れ
る

作
品
の
見
方
や
和
食
の
魅
力
に
ま
つ
わ
る

話
な
ど
を
、
国
立
科
学
博
物
副
館
長
が
解

説
し
ま
す
。

※
受
講
者
に
は
、
特
別
展
・
和
食
の
招
待

券
を
１
枚
差
し
上
げ
ま
す
。

と　
き　
５
月
１５
日（
金
）

　
午
後
７
時
〜
８
時
４０
分

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら

中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定　
員　
３
百
９０
人

申
込
み　
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
ま

た
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
（
先
着
順
）

H
検
索　
フ
ラ
ッ
と
ナ
ビ　
小
平
に
こ
な

い
か

問
合
せ　
こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協

会
☎
０４２
（
３
１
２
）
３
９
５
４

図

書

館

で

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
一
体
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ

て
、
初
め
て
の
方
で
も
楽
し
く
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
学
べ
ま
す
。

と　
き　
４
月
２５
日
（
土
）　
①
午
前
１０

時
３０
分
〜
正
午　
午
前
１０
時
開
場
、
②
午

後
１
時
３０
分
〜
３
時　
１
時
開
場

※
各
回
、
同
じ
内
容
で
す
。

と
こ
ろ　
中
央
図
書
館
３
階
視
聴
覚
室　

対　
象　
小
学
１
年
〜
４
年
生

定　
員　
各
５
人

協　
力　
日
販
テ
ク
シ
ー
ド
株
式
会
社

申
込
み　
４
月
７
日
（
火
）
の
午
前
１０
時

か
ら
、
電
話
で
希
望
時
間
（
①
・
②
）
を

中
央
図
書
館
へ
（
先
着
順
）
☎
０４２
（
３
４

５
）
１
２
４
６

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▪
パ
ソ
コ
ン
教
室

▽
５
月
中
旬
〜
６
月
の
募
集

コ
ー
ス　
入
門
、
ワ
ー
ド
初
級
、
エ
ク
セ

ル
初
級
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ワ
ー
ド
中

級
、
自
由
コ
ー
ス

対　
象　
中
学
生
以
上

※
受
講
料
な
ど
、
詳
し
く
は
公
共
施
設
な

ど
に
あ
る
募
集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

申
込
み　
４
月
２３
日
（
木
）
ま
で
に
、
は

が
き
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
コ
ー
ス
名
を
記
入
の
う

え
、
小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

（
〒
１８７
︱
０
０
３
１　
小
川
東
町
４
︱
２

︱
１
）
☎
０４２
（
３
４
４
）
２
１
２
０
、

Aksc08@opal.ocn.ne.jp

公

開

講

座

▪
津
田
塾
大
学
津
田
梅
子
記
念
交
流
館
プ

ロ
グ
ラ
ム

▽
浮
世
絵
か
ら
お
江
戸
の
謎
解
き

と　
き　
５
月
２２
日
、
６
月
１９
日
の
金
曜

日　
午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午

費　
用　
各
２
千
円

※
７０
歳
以
上
の
方
は
、
各
１
千
円
で
す
。

定　
員　
３０
人

※
保
育
あ
り
ま
す
（
２
週
間
前
ま
で
に
、

問
合
せ
先
へ
）。

申
込
み　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
（
電
話
可
、

先
着
順
）

H
検
索　
津
田
梅
子
記
念
交
流
館

問
合
せ　
津
田
梅
子
記
念
交
流
館
事
務
室

☎
０４２
（
３
４
２
）
５
１
４
６

お
詫
び
と
訂
正

　
市
報
令
和
２
年
３
月
２０
日
号
７
面
の

「
図
書
な
ど
を
展
示　
発
達
障
が
い
を
支

援
す
る
た
め
に
」
の
と
き
は
、
４
月
４
日

（
土
）
か
ら
、
中
央
図
書
館
の
電
話
番
号

は
、
☎
０４２
（
３
４
５
）
１
２
４
６
の
誤
り

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

問
合
せ　
中
央
図
書
館
☎
０４２
（
３
４
５
）

１
２
４
６

４
階
）、
東
部
・
西
部
出
張
所
、
動
く
市

役
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
小
平
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ　
環
境
政
策
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
８
１
８

公
園
・
道
路
等

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　
市
で
は
、
公
園
や
道
路
な
ど
で
清
掃
、

緑
化
活
動
や
積
雪
時
の
雪
か
き
を
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
清
潔

で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
積
雪
時
の
安
全

な
歩
行
空
間
づ
く
り
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

内　
容　
公
園
や
緑
地
、
緑
道
や
歩
道
で

の
清
掃
活
動
、
緑
化
活
動
、
除
雪
活
動

※
ほ
う
き
や
ご
み
袋
、
雪
か
き
用
の
ス
コ

ッ
プ
な
ど
は
市
が
用
意
し
ま
す
。

問
合
せ　
水
と
緑
と
公
園
課
☎
０４２
（
３
４

６
）９
５
５
６
、道
路
課
☎
０４２（
３
４
６
）

９
８
２
４

分
筆
測
量
な
ど
の

費

用

を

補

助

狭
あ
い
道
路

　
市
で
は
、
狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
を
促
進

し
て
、
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
た
め
、
建
築
な
ど
で
敷
地
後
退
し

た
部
分
を
市
に
寄
付
す
る
場
合
、
必
要
と

な
る
分
筆
測
量
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
（
左
上
図
参
照
）。

※
狭
あ
い
道
路
と
は
、
建
築
基
準
法
第
４２

条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
で
す
。

対　
象　
狭
あ
い
道
路
に
接
す
る
敷
地
後

退
部
分
（
市
へ
寄
付
す
る
も
の
に
限
る
）

補
助
金
額　
１
件
当
た
り
２０
万
円
を
限
度

※
詳
し
く
は
、小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
道
路
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
８

２
４樹

林
保
全
活
動

参
加
者
を
募
集

　
玉
川
上
水
沿
い
の
樹
林
で
、下
草
刈
り・

林
床
整
備
な
ど
の
保
全
活
動
を
し
ま
す
。

と　
き　
４
月
２６
日
、
５
月
９
日
、
６
月

７
日
、
７
月
１２
日
、
８
月
２
日
・
１６
日
、

９
月
６
日
・
２７
日
、
１０
月
２５
日
、
１１
月
１５

日
、
１２
月
１３
日
、
令
和
３
年
１
月
１７
日
・

３１
日
、
２
月
７
日
・
２１
日
、
３
月
２０
日
の

土
曜
・
日
曜
日
、
１１
月
３
日
（
火
・
祝
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　
上
水
新
町
一
丁
目
の
樹
林

集　
合　
午
前
９
時
、
上
水
新
町
地
域
セ

ン
タ
ー

対　
象　
小
学
３
年
生
以
上

定　
員　
各
３０
人

内　
容　
▽
４
月
〜
９
月
…
林
床
整
備
、

落
葉
掃
き
、
下
草
刈
り
、
生
態
調
査
、
枯

損
木
処
理
、
落
葉
プ
ー
ル
整
備
ほ
か

▽
１０
月
〜
令
和
３
年
３
月
…
枯
損
木
処

理
、
地
整
理
、
間
伐
、
用
具
整
備
、
落
葉

掃
き
、
し
ば
処
理
ほ
か

持
ち
物　
帽
子
、軍
手
、タ
オ
ル
、弁
当
、

飲
み
物

※
作
業
し
や
す
い
服
装
（
長
ズ
ボ
ン
着

用
）
と
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

協　
力　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
ど
ん
ぐ
り
自

然
学
校
、
高
島
屋
労
働
組
合
、
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
提
案
を
受
け
て
、
公
益

性
の
高
い
事
業
を
市
と
提
案
団
体
と
が
協

働
で
行
う
も
の
で
す
。

　
選
考
審
査
会
で
選
考
し
、
令
和
２
年
度

は
左
上
表
の
と
お
り
３
件
の
事
業
を
採
択

し
ま
し
た
。

問
合
せ　
市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

☎
０４２
（
３
４
６
）
９
８
０
９

ひ
ら
く　
最
新
号
を
発
行

令
和
時
代
に
考
え
る

男
女
共
同
参
画
を
特
集

　
ひ
ら
く
は
、
公
募
市
民
が
企
画
・
編
集

す
る
、
男
女
共
同
参
画
の
啓
発
広
報
誌
で

す
。
公
共
施
設
な
ど
に
置
い
て
あ
る
ほ

か
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ　
市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

☎
０４２
（
３
４
６
）
９
６
１
８

男
女
共
同
参
画
推
進

実
行
委
員
を
募
集

ひ
ら
く
を
作
り
ま
せ
ん
か

　
広
報
誌
ひ
ら
く
（
１０
月
・
３
月
発
行
）

の
企
画
・
編
集
な
ど
を
す
る
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

活
動
期
間　
令
和
３
年
３
月
末
ま
で

応
募
資
格　
市
内
在
住・在
勤・在
学
で
、

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ひ
ら
く
で
行
う

月
１
・
２
回
（
平
日
ま
た
は
土
曜
日
の
昼

間
）
の
会
議
に
参
加
で
き
る
方

募
集
人
員　
１０
人
程
度

申
込
み　
４
月
２４
日
（
金
）
ま
で
に
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
応
募
動
機
を
記
入
の
う
え
持
参
、
送

付
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
問
合
せ
先
へ

問
合
せ　
市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

（
〒
１８７
︱
８
７
０
１　
小
平
市
役
所
）
☎

０４２
（
３
４
６
）
９
６
１
８
、
Akyodo-d

anjo@city.kodaira.lg.jp

申
込
み　
水
と
緑
と
公
園
課
へ（
電
話
可
、

先
着
順
）
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
８
３
０

地
域
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
支
援

自
治
会・町
会
が
主
催
す
る

▪
地
域
の
底
力
発
展
事
業
助
成　
申
請
事

業
を
募
集

　
東
京
都
で
は
、
自
治
会
・
町
会
が
主
催

す
る
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
取

り
組
み
（
催
し
・
活
動
な
ど
）
を
支
援
す

る
た
め
、
事
業
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

対　
象　
都
内
に
所
在
す
る
自
治
会
・
町

会※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

H
検
索　
地
域
の
底
力

問
合
せ　
東
京
都
生
活
文
化
局
都
民
生
活

部
地
域
活
動
推
進
課
☎
０３
（
５
３
８
８
）

３
１
６
６

い
き
い
き
協
働
事
業
が
決
定

令
和
２
年
度

　
い
き
い
き
協
働
事
業
は
、
市
が
提
示
し

た
課
題
や
事
業
に
つ
い
て
、
市
民
活
動
団

道路後退用地の分筆測量補助
限度額　２０万円（1件当たり）

建築基準法
第42条第2項道路（           ）
市道

令和 ２年度　いきいき協働事業
提案事業 提案団体 担当課

男女共同参画と多様性
を考える連続講座・対
等な関係って何だろう

こだいらＤＶ防
止ネットワーク

市民協働・
男女参画推
進課

スポーツ・カルチャー
２０２０フェスティバルイ
ン小平

東京２０２０オリン
ピック・パラリ
ンピック小平市
民プロジェクト

文化スポー
ツ課

樹林に対する新たな魅
力の創出と保護意識の
啓発

ＮＰＯ法人東京
ネイチャーラン
ド

水と緑と公
園課

助成対象機器および助成金額
対象機器 金額 予定件数

太陽光発電システム

戸建住宅…出力 １ｋＷ当
たり ４ 万円（上限１２万
円）共同住宅・事業所…
出力 １ kW当たり ４万円
（上限１５万円）

５０件

燃料電池（エネファー
ム）

定格出力０．７kWあたりの
機器　 ２万 ５千円　定格
出力０．４kWあたりの機器
　 １万 ９千円

１５４件

※予定件数は、申込みの状況により予算の範囲内で変動する
ことがあります。

道

路

工

事

に

ご

協

力

を

　
市
で
は
、
安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
を

整
備
す
る
た
め
、
道
路
工
事
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
一
部
の
路
線
は
、
舗
装
工
事

に
先
行
し
て
水
道
、
ガ
ス
な
ど
の
工
事
を

し
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
音
や
振
動
な
ど
で
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
道
路
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

４
８

▪
元
気
村
ま
つ
り
実
行
委
員
を
募
集

　
１０
月
２５
日
（
日
）
に
開
催
予
定
の
元
気

村
ま
つ
り
２
０
２
０
を
企
画
・
運
営
す
る

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対　
象　
市
内
在
住
で
市
民
活
動
や
元
気

村
ま
つ
り
に
関
心
の
あ
る
方

任　
期　
６
月
〜
１２
月
（
会
議
は
年
６
回

程
度
）

※
第
１
回
実
行
委
員
会
は
６
月
１３
日

（
土
）
の
午
前
１０
時
か
ら
。

申
込
み　
６
月
１２
日
（
金
）
ま
で
に
、
問

合
せ
先
へ
（
送
付
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電

子
メ
ー
ル
可
）

問
合
せ　
小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
す
ぴ
あ
（
〒
１８７
︱
０
０
３
１　
小
川
東

町
４
丁
目
２
番
１
号　
元
気
村
お
が
わ

東
）
☎
０４２（
３
４
８
）２
１
０
４
、
V
０４２（
３

４
８
）２
１
１
５
、
Ainfo@kodaira-

shiminkatsudo-ctr.jp

４月の
行事と催し

▪
こ
い
の
ぼ
り
と
五
月
人
形
の
展
示

と　
き　
５
月
６
日
（
水
・
振
休
）
ま
で

▪
紙
芝
居
を
楽
し
も
う

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

と　
き　
４
月
１９
日
（
日
）　
午
後
２
時

３０
分
〜
３
時
３０
分

主　
催　
小
平
紙
芝
居
サ
ー
ク
ル
と
も
し

び
、
小
平
市
文
化
振
興
財
団

問
合
せ　
小
平
ふ
る
さ
と
村
☎
０４２
（
３
４

５
）
８
１
５
５

小
平
市
消
防
団

新
体
制
ス
タ
ー
ト

自
ら
の
郷
土
は
自
ら
守
る

　

４
月
１
日
か
ら
、
小
平
市
消
防
団
が
新

体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
小
平
市
消
防
団
は
９
個
分
団
百
５１
人
で

編
成
さ
れ
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
き
、
市
民
の

生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
守
る
た
め
、

な
り
わ
い
を
持
ち
な
が
ら
、
災
害
発
生
時

に
は
昼
夜
を
問
わ
ず
出
動
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
密
着
し
、
市
民
の
安
全
、
安
心

に
貢
献
す
る
消
防
団
員
に
、
皆
さ
ん
の
温

か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。
消
防
団
の
新
体
制
は
左
表
の
と
お
り

で
す
（
敬
称
略
）。

問
合
せ　
防
災
危
機
管
理
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
１
３

所　属 階　級 氏　名

本 団

団 長 筋野　　明
副 団 長 石井　良勝
副 団 長 寺澤　優友
副 団 長 和久井茂文

第一分団

分 団 長 竹内　一浩
副分団長 若林　哲也
部 長 久米　堅裕
部 長 浅見　祐一
部 長 一戸　俊夫

第二分団

分 団 長 窪野　浩史
副分団長 鈴木　兄悟
部 長 大野　篤史
部 長 金子　貴志
部 長 内田　貴之

第三分団

分 団 長 安齋圭太郎
副分団長 田中　敏晃
部 長 古川　健一
部 長 土方　孝之
部 長 友野　貴史

第四分団

分 団 長 川原　和喜
副分団長 倉茂　順教
部 長 真鍋　僚孝
部 長 布施　大介
部 長 倉冨　洋平

所　属 階　級 氏　名

第五分団

分 団 長 西村　剛宗
副分団長 川里　雅法
部 長 本間　幸紘
部 長 大竹　雅美
部 長 山口　雄大

第六分団

分 団 長 竹内　裕二
副分団長 秋田　宏光
部 長 川里　丈晴
部 長 野中　教史
部 長 竹内　直輝

第七分団

分 団 長 齋藤　貴彦
副分団長 髙木　裕之
部 長 阿部　健二
部 長 横田　哲也
部 長 城戸　純平

第八分団

分 団 長 小俣　英司
副分団長 大和　康成
部 長 宮川　邦宏
部 長 宮奈　武史
部 長 向野　友喜

第九分団

分 団 長 小泉　直也
副分団長 加藤　宏康
部 長 立石　　剛
部 長 茅原　隆之
部 長 小谷　修二

退団者（ ３月３１日付け）
所　属 階　級 氏　名
本 団 副 団 長 髙杉　　啓
第一分団 班 　 長 竹内　直樹
第三分団 部 　 長 間込　憲一
第三分団 団 　 員 鈴木　貴大
第四分団 分 団 長 當間　智一
第四分団 副分団長 谷原　広憲
第五分団 団 　 員 秋山　頼仁
第八分団 分 団 長 村野　武志
第九分団 分 団 長 関　　孝二
第九分団 団 　 員 粕谷　玲爾

入団者（ ４月 １日付け）
所　属 氏　名
本 団 永田　暁子
本 団 林　　弘子
本 団 櫻井　絵美
第一分団 中村　大助
第二分団 北山　　剛
第三分団 大原　賢士
第四分団 當麻　大輝
第四分団 白根　勇人
第五分団 島田　　明
第八分団 加藤英理欧
第九分団 葛西　颯樹

消防団体制

鈴木街道

五日市街道

府
中
街
道

あ
か
し
あ
通
り

小
金
井
街
道

青梅街道

東京街道

新青梅街道

東大和市駅 西武拝島線

鷹
の
台
駅

小
川
駅

青
梅
街
道
駅

小平駅

新
小
平
駅

一橋
学
園
駅

西
武
多
摩
湖
線

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

西
武
国
分
寺
線

花小金井駅

西武新宿線

萩山駅

八坂駅

Ｎ 令和２年度　道路工事予定箇所

11月～令和3年1月　舗装打換え

①市道第Ｂ－12号線
道路補修工事（水車通り）

7月～11月　舗装打換え、
Ｌ形側溝設置、ボックスカルバート設置工

⑨市道第Ｄ－254号線
道路補修工事（鈴木町一丁目）

8月～令和3年2月　舗装打換え、
Ｌ形・LO形側溝設置

⑩市道第Ｄ－176・183号線
道路整備工事（鈴木町一丁目）

6月～9月　舗装打換え

⑤市道第Ｃ－89・127号線
道路補修工事（大沼町二丁目）

8～11月　舗装打換え

⑬市道第Ｂ－64号線
道路補修工事
（玉川上水通り）

9月～11月　舗装打換え

⑥市道第Ｃ－73号線
道路補修工事
（花小金井四丁目）

8月～9月 ボックスカルバート設置工

⑧市道第Ｄ－42・63号線
道路補修工事
（鈴木西通り・鈴木保育園通り）

7月～令和3年2月　
舗装打換え、
Ｌ形・LO形側溝設置

⑦市道第Ｃ－125号線
外道路整備工事
（花小金井五丁目）

9月～12月　舗装打換え、Ｌ形側溝設置

⑪市道第Ｂ－193号線
外道路補修工事（学園西町一丁目）7月～11月　舗装打換え

※点線部は歩道のみ工事

⑫市道第Ｂ－211号線
外道路補修工事（津田町一丁目）

7月～10月　舗装打換え、Ｌ形側溝設置

7月～10月　歩道舗装タイル取替え
※点線部は歩道のみ工事

②市道第Ｂ－45号線道路整備工事（学園西町二丁目）

③市道第Ｄ－145号線歩道補修工事（市役所東通り）

7月～10月
切削オーバーレイ

④市道第Ｃ－20号線
道路補修工事（小平駅東通り）
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自動音声読み上げにも対応

スマートフォン用アプリ
小平トピックス

なかよしパーク日程
日程 内容 問合せ

４ 月２２日（水）
小川西保育園 米粉粘土であそぼう 小川保育園

☎０４２（３４３）３６２１
５ 月１３日（水）

大沼保育園
からだを使ってあそぼう
（ １ 歳 ６ か月児以上対象）

大沼保育園
☎０４２（３４１）０７２６

６ 月１７日（水）
上水南保育園 米粉粘土であそぼう 津田保育園

☎０４２（３４２）１７６４
７ 月 １ 日（水）

上宿保育園 絵の具であそぼう 小川保育園
☎０４２（３４３）３６２１

８ 月 ５ 日（水）
花小金井保育園 絵の具であそぼう 大沼保育園

☎０４２（３４１）０７２６
９ 月 ９ 日（水）

中央公民館 ふれあいあそびをしよう 津田保育園
☎０４２（３４２）１７６４

※いずれも午前１０時から１１時３０分まで。

問合せ　子ども家庭支援センター☎０４２（３４８）２１００

子ども家庭支援センター ４月のプログラム

日　程 対　象 内　容

出張広場
４ 月１４日（火）
午前１０時〜１１時３０分
東部市民センター和室

乳幼児と保護
者

手遊びやわら
べうたを歌っ
て遊ぶ

おひさまキッズ
今年度説明会

４ 月１７日（金）
午前１０時３０分〜１１時３０分
子ども家庭支援センター

平成２９年 ４ 月
から平成３０年
３ 月生まれの
幼児と保護者

３ 歳になるお
子さんとお母
さんの自主サ
ークルの説明
会

助産師さんによ
る相談会
りぼんの会

４ 月２８日（火）
午前１０時〜１１時受付
子ども家庭支援センター

乳幼児と保護
者

個別相談会、
体重測定

キッズはらっぱ
水曜日
午後 ３ 時〜 ５ 時３０分
子ども家庭支援センター

小学生 室内遊びほか

文化・教養講座　オリンピック・パラリンピックの参加国について学んで応援しよう　（全
８回）　抽選・A
d ５ 月 ８ 日〜 ７ 月１０日の金曜日（ ５ 月２２日、 ６ 月２６日を除く）　午前１０時〜正午
s ８００円　t 市内在住・在勤・在学の方
n オランダ・ベラルーシ・コロンビア・ペルーの文化や伝統について学び、調理実習な
どを通じて交流しながら、異文化を理解する
m ４ 月２３日（木）まで（月曜日を除く）に、中央公民館へ☎０４２（３４１）０８６１

文化・教養講座　太宰治とその文学　抽選
d ５ 月 ８ 日、 ６ 月 ５ 日、 ７ 月 ３ 日、 ８ 月 ７ 日の金曜日　午後 １ 時３０分〜 ３ 時３０分
t 市内在住・在勤・在学の方　k 井口浩一さん（元嘉悦大学教授）
n 没後７０年を過ぎて、今でも読み続けられる太宰治の作品を読み、その魅力を探る
m ４ 月１８日（土）までに、鈴木公民館へ☎０４２（３８８）００５０

防災・生活安全講座　みんなで学ぼう　安全パワーアップ教室　抽選
d ① ５ 月 ９ 日（土）、② ５ 月１６日（土）　午前１０時〜正午
t ①小学 １ 年〜 ３ 年生の児童とその保護者、②小学 ４ 年〜 ６ 年生の児童とその保護者
s ① １ 人１６０円
n クイズや体操、ゲームを通して、防犯に役立つ自分を守る力を家族で身につける
　※①は反射板を使ったお守りを作ります。保護者の方も工作できます。②は工作はあり
ません。
m ４ 月２８日（火）まで（月曜日を除く）に、希望日（①・②）を上宿公民館へ☎０４２（３４５）１１６４

子育て支援講座　親子の絆づくりプログラム　赤ちゃんがきた　初めて出産したママと赤
ちゃんのための講座　（全 ４回）　抽選
d ５ 月１２日〜 ６ 月 ２ 日の火曜日　午前 ９ 時４５分〜１１時４５分　s１,０００円
t 市内在住で ２ か月〜 ５ か月以内（ ５ 月１２日現在）の乳幼児（第 １ 子）とその保護者
n 育児の喜びや困りごとを話し合い、赤ちゃんとふれあいながら子育ての基礎知識を学ぶ
k 西田ゆかりさん（元花小金井南児童館長）ほか
m ４ 月１８日（土）まで（日曜・月曜日、祝日を除く）に、上水南公民館へ☎０４２（３２５）４１３３

※詳しくは、公民館のチラシや小平市ホームページをご覧ください。
※電子メールで申し込む場合には住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を記入のうえ、講座名を
件名として送信。申込み期限の翌日までに確認メールが届かない場合はお問い合わせください。

d…日程　s…費用　t…対象　n…内容　k…講師　e…持ち物
y…保育定員、おやつ代、オリエンテーション日程　m…申込期限と実施場所
A…電子メールでの申込み可（Akominkan-koza@city.kodaira.lg.jp）
※保育は３人以上（市内在住の満６か月から就学前まで）で開設。

公民館の講座・イベント 女性セミナー　一生モンの人形を作ろう　手作り人形で子どもとのコミュニケーションが
変わる　（全１０回）　抽選・A
d ５ 月１４日〜 ７ 月１６日の木曜日　午前１０時〜正午　s ３,０００円
t 市内在住で子育て、孫育てに関わっている女性
n 毛足の長い布で子どもに馴染みのある動物の人形を作り、人形劇を演じる
　  ※動きやすい服装・靴でお越しください。
k 永野むつみさん（人形劇団ひぽぽたあむ代表）
e 針、糸、裁ちばさみ　y １０人、５００円、 ５ 月 ７ 日（木）
m ４ 月２３日（木）まで（月曜日を除く）に、中央公民館へ☎０４２（３４１）０８６１

文化・教養講座　オリンピックに向けて英会話を覚えよう　（全１０回）　抽選
d ５ 月１５日〜 ７ 月１７日の金曜日　午後 ６ 時３０分〜 ８ 時３０分　s ２,２００円
t 市内在住・在勤・在学で英会話入門から初級までの方
n わかりやすい英会話を学んで楽しみながら交流する
k クリスエドワーズさん（武蔵野大学講師）　e ノート、筆記用具
m ４ 月２４日（金）まで（日曜・月曜日、祝日を除く）に、花小金井北公民館へ☎０４２（４６２）５７９０

子育て支援講座　ママのためのりらっくすヨガ・アロマリフレクソロジー　（全 ７回）　
抽選
d ５ 月２０日〜 ７ 月 ８ 日の水曜日（ ５ 月２７日を除く）　午前１０時〜正午
t 市内在住で子育てをしている保護者　s １,０００円
n 心と体を整えるヨガとアロマリフレクソロジー　y ８ 人、５００円、 ５ 月１３日（水）
m ４ 月２８日（火）まで（月曜日を除く）に、上宿公民館へ☎０４２（３４５）１１６４

パソコン等講座　初心者のためのタブレット（ｉＰａｄ（アイパッド））教室　（全 ４回）
　抽選・A
d ５ 月２０日（水）〜２３日（土）　午前 ９ 時３０分〜正午　s８００円
t 市内在住でタブレットの利用経験がない方
n 文字入力、インターネット検索、地図利用、カメラ操作、予定表の作成など、タブレッ
ト端末の基本操作
　  ※タブレット端末は講師が用意します。
k 小平ＩＴ推進市民グループ
m ５ 月 ７ 日（木）まで（月曜日を除く）に、中央公民館へ☎０４２（３４１）０８６１

パソコン等講座　初歩のアンドロイドスマホ・タブレット講座　（全 ４回）　抽選・A
d ５ 月２６日（火）〜２９日（金）　午前 ９ 時３０分〜正午　s５２８円
t アンドロイド系スマートフォンを持っている方（グーグル系のアプリを使用できない初
期のらくらくフォンを除く）
n アンドロイド系スマートフォン・タブレットの活用方法を学ぶ
k ＮＰＯ法人小平シニアネットクラブ
m ５ 月 ７ 日（木）まで（月曜日を除く）に、中央公民館へ☎０４２（３４１）０８６１

就
学
援
助

給
食
費
な
ど
を
補
助

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
学
校
給
食

費
や
学
用
品
費
な
ど
の
支
払
い
に
お
困
り

の
方
に
、
就
学
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
　
象　
市
内
在
住
の
国
立
ま
た
は
公
立

の
小
・
中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

▽
世
帯
の
所
得
が
基
準
額
以
下
で
あ
る

▽
児
童
扶
養
手
当
（
児
童
育
成
手
当
と
は

別
の
制
度
）
の
支
給
を
受
け
て
い
る

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
（
生
活
保
護

費
で
支
給
さ
れ
な
い
部
分
の
み
の
援
助
）

▽
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
教
育
費
で
困
っ

て
い
る

内
　
容　
▽
学
用
品
費
・
通
学
用
品
費

▽
学
校
給
食
費

▽
校
外
活
動
費（
遠
足・移
動
教
室
な
ど
）

▽
修
学
旅
行
費

▽
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費

▽
卒
業
ア
ル
バ
ム
・
文
集
代

▽
体
育
実
技
用
具
費
（
柔
道
着
な
ど
）

▽
医
療
費
（
学
校
保
健
安
全
法
第
２４
条
に

基
づ
く
疾
病
の
治
療
の
み
）

▽
通
学
費
（
距
離
要
件
あ
り
）

申
込
み　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
必
要
書
類
を
添
え
て
在
籍
す
る
学

校
へ

※
申
請
書
は
、
小
平
市
立
小
・
中
学
校
、

学
務
課
（
市
役
所
５
階
）
に
あ
り
ま
す
。

※
市
外
の
国
立
ま
た
は
公
立
の
小
・
中
学

校
に
在
籍
し
て
い
る
場
合
は
、
問
合
せ
先

へ
。

※
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

４
月
分
か
ら
の
援
助
を
希
望
す
る
場
合

は
、
４
月
１５
日
（
水
）
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
、
申
請

書
の
代
わ
り
に
、
学
校
か
ら
渡
さ
れ
る
委

任
状
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
元
年
度
末
時
点
で
準
要
保
護
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
３
月
末
に
継

続
申
請
書
を
学
校
を
通
じ
て
送
付
し
ま
し

た
。

問
合
せ　
学
務
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

７
０

な
か
よ
し
パ
ー
ク

み
ん
な
集
ま
れ

い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　
公
立
保
育
園
で
は
就
学
前
の
お
子
さ
ん

を
対
象
に
、
毎
月
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
左

表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
一
緒
に
遊
び
な

が
ら
子
育
て
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

申
込
み　
開
催
日
の
前
月
１
日
か
ら
、
電

話
で
問
合
せ
先
へ

ペ
ア
レ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
連
続
講
座

ほ
め
て
伸
ば
す
子
育
て

　
子
ど
も
を
叱
ら
ず
に
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
た
い
と
願
っ
て
い

る
保
護
者
に
、
臨
床
心
理
士
の
資
格
を
持

つ
教
育
相
談
員
が
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り

方
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

わ
か
り
や
す
く
伝
え
ま
す
。

※
事
前
に
お
子
さ
ん
の
子
育
て
に
つ
い
て

伺
う
面
接
が
あ
り
ま
す
。

と
　
き　
５
月
１２
日・１９
日
、６
月
２
日・

１６
日
・
３０
日
、
７
月
１４
日
の
火
曜
日　
午

前
１０
時
４５
分
〜
正
午　
全
６
回

と
こ
ろ　
教
育
相
談
室
（
小
平
元
気
村
お

が
わ
東
３
階
）

対
　
象　
市
内
在
住
で
子
ど
も
が
５
歳
〜

１０
歳
の
保
護
者

定
　
員　
８
人

申
込
み　
４
月
３０
日
（
木
）
ま
で
に
、
教

育
相
談
室
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）
☎
０４２

（
３
４
３
）
９
４
１
１

親
子
の
ふ
れ
あ
い

遊
び
を
お
届
け

出
張
児
童
館

　
児
童
館
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
親
子
で
楽

し
め
る
体
操
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

対
　
象　
乳
幼
児
と
保
護
者

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

▪
小
川
東
第
二
地
域
セ
ン
タ
ー
会
場

と
　
き　
４
月
１６
日
（
木
）　
午
前
１１
時

〜
正
午

問
合
せ　
小
川
町
二
丁
目
児
童
館
☎
０４２

（
３
４
５
）
６
４
５
４

▪
美
園
地
域
セ
ン
タ
ー
会
場

と
　
き　
４
月
２２
日
（
水
）　
午
前
１１
時

〜
正
午

問
合
せ　
花
小
金
井
南
児
童
館
☎
０
４
２

（
４
６
１
）
９
９
８
８

子

ど

も

会

加
入
団
体
を
募
集

子
育
協

　
小
平
市
子
ど
も
会
育
成
者
連
絡
協
議
会

（
子
育
協
）
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
子
ど
も
と
と
も
に
活

動
し
て
い
る
団
体
に
、
補
助
金
の
交
付
や

情
報
交
換
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

な
ど
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
加
入
を
希
望
す
る
団
体
は
、
次
の
い
ず

れ
か
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
　
程　
▽
子
育
協
定
期
総
会
…
４
月
２４

日
（
金
）　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分　
中

央
公
民
館
２
階
ホ
ー
ル

▽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会
…
６
月
４

日
（
木
）　
午
前
１０
時
〜
正
午　
中
央
公

民
館
地
下
１
階
実
習
室

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　
地
域
学
習
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
３
４

学

習

支

援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

中
学
生
の
勉
強
を

手
伝
い
ま
せ
ん
か

▪
小
平
地
域
教
育
サ
ポ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
事

業活
動
場
所　
小
平
第
一
中
学
校

内
　
容　
放
課
後
、
中
学
生
に
宿
題
や
分

か
ら
な
い
問
題
の
解
き
方
な
ど
を
指
導

対
　
象　
基
礎
を
中
心
に
、数
学・英
語・

理
科
を
教
え
ら
れ
る
方
（
教
員
資
格
の
有

無
は
問
い
ま
せ
ん
）

▪
説
明
会

と
　
き　
４
月
２０
日
（
月
）　
午
後
３
時

〜
４
時

と
こ
ろ　
小
平
第
一
中
学
校

申
込
み　
小
平
第
一
中
学
校
・
副
校
長
へ

☎
０４２
（
３
４
１
）
０
０
４
８
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市報こだいらへのご意見・ご感想のアンケートは、右図のQRコー
ドまたは小平市ホームページから回答できます。
ご意見などを参考にして、よい良い紙面づくりに努めていきます。

小平市ホームページ　https://www.city.kodaira.tokyo.jp　　　QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です

ご利用ください  市民無料相談  市民課市民相談担当
相　談　名 担　当　者 相　談　日 相談時間など

法 律 相 談 弁 護 士 4月16日（木）・24日（金）・30日（木） ・相談時間（予約制）
　午後 1 時30分～ 4 時30分
（ 1回30分以内）

・対象
　市内在住・在勤・在学の方

・申込み（電話可）
　 4月 6日（月）から
　午前 ８時30分～午後 ５時
　（相談日当日は正午まで。
土曜・日曜日、祝日を除
く）

　☎042（346）９５0８
　※各相談についておひとり
１年度 3回までです。

税 務 相 談 税 理 士 4月27日（月）

交 通 事 故 相 談 弁 護 士
（交通事故専門） 4月21日（火）

相続・暮らしの
手 続 相 談 行 政 書 士 4月22日（水）

登 記 ・
成 年 後 見 相 談

司 法 書 士 4月23日（木）
土地家屋調査士 −

住宅・不動産相談 宅地建物取引士等 4月2８日（火）
年金・労務相談 社会保険労務士 −
行 政 相 談 行 政 相 談 委 員 4月17日（金）
人権・身の上相談 人 権 擁 護 委 員 4月17日（金）
家 庭 相 談 家 庭 相 談 員 4月20日（月）
市 民 相 談
（ 市 政 な ど ） 市 職 員 月曜～金曜日（祝日を除く） 午前 ８時30分～午後 ５時

☎042（346）９５0８

消 費 生 活 相 談 消費生活相談員 月曜～金曜日（祝日を除く） 午前 ９時～正午、午後 1時～ 4時
☎042（346）９５５0

脳トレをしながら深呼吸やストレッチなどで、楽しく身体を動かし
ます。
と　き　４月２３日〜７月１６日の木曜日（５月７日を除く）　午前
１０時〜１１時　全１２回
ところ　市民総合体育館
費　用　６,０００円
対　象　６０歳以上の方
定　員　３０人
※運動のできる服装でヨガマットまたはバスタオ
ル、汗拭きタオル、飲み物を持参。
申込み　４月７日（火）の午前１０時から、小平市体育協会へ（電話
可 、先着順）☎０４２（３４９）１３５０

シニア健康体操教室

スポーツイベントスポーツイベント
市民総合体育館（〒１87－0025　津田町一丁目 １番 １号）☎042（343）１6１１ ※体育館…市民総合体育館。種目の内容など、詳しくは大会要項をご覧いただくか、

各問合せ先へ。大会要項は体育協会（市民総合体育館内）にあります。

泳げない子、集まれ　ジュニア初心者水泳教室（小平市水泳協会）
d   月曜日コース…５月１８日〜６月２２日の月曜日（６月１日を除く）　午後５時１０分

〜６時４５分　全５回
　  金曜日コース…５月２２日〜６月１９日の金曜日　午後５時５０分〜７時３０分　全５回
b   体育館温水プール
t   市内在住でクロールの息継ぎができない小学３年〜６年生
　  ※全日程出席できる方、小学校５年・６年生、初めて参加する方を優先（水泳教室

会員は不可）。
c   各２０人
n   学校プールが始まる前に、水に慣れ親しみながら、息継ぎをしてクロールを泳げる

ようにする
m   ４月５日（日）から１５日（水）までに、ホームページへ　h   小平市水泳協会
i   小平市水泳協会☎０４２（３４7）7３１９
市民水泳教室　成人・シルバー教室（小平市水泳協会）
d   ①午前教室　火曜・水曜・木曜・金曜日　各午前９時１５分〜１１時
　  ②午後教室　火曜・水曜日　各午後２時〜３時４５分
　  ③夜間教室　火曜・水曜・金曜日　各午後７時１５分〜９時
　  ④シルバー教室　木曜・金曜日　各午後２時〜３時４５分
　  ⑤上級コース　金曜日　午前９時１５分〜１１時
b   体育館温水プール
s   入会金１,５００円、月２,５００円（③で中学生、高校生は２,０００円）
　  ※口座自動引き落とし。
t   市内在住・在勤・在学、近隣市在住の方（①・②・⑤１６歳以上、③中学生以上、④

６０歳以上）
c   各１０人程度
n   健康維持、水泳を基礎から学びたい方、さらに上達したい方の練習
m   教室開催時間１０分前までに、体育館温水プール教室受付へ
　  ※水着、プールキャップ、ゴーグル、タオルなどの準備があれば、入会手続き後、

教室体験可。詳しい日程は、ホームページをご覧ください。
h   小平市水泳協会
i   小平市水泳協会☎０４２（３４7）7３１９

学校体育館スポーツ個人開放中止日
４月　二小…１９日　三小…５日　四小…５日・１２日　五小…１９日　六小…５日・７日

東京都ジュニア育成地域推進事業　ジュニアテニス教室（小平市テニス協会）
d   b   ５月〜令和３年２月の土曜日　各全３０回
　   　  ▷中央公園テニスコート　午前１１時〜午後１時
　   　  ▷ブリヂストンテニスコート　午前１０時〜正午
　   　  ※予備日は中央公園テニスコートで午前１１時から午後１時まで。ホームページ

から要項をご覧になれます。
s   １８,０００円　t   市内在住・在学の小学３年生で未経験者　c   ２０人程度
m   ４月１３日（月）まで（必着）に、ホームページまたは往復はがきの往信用裏面に、住

所、氏名（ふりがな）、性別、生年月日、小学校名を、返信用表面に住所、氏名（様
も）を記入のうえ、体育協会事務局「ジュニアテニス教室」係（住所は上記体育館
と同じ）へ（申込み多数の場合は抽選し、結果を返信はがきまたは電子メールで通知）

　  ※４月１５日（水）の午後７時から中央公民館第４学習室で公開抽選。
h   小平市テニス協会　i   事務局☎０５０（１２０８）０２３４
やってみよう　ソフトテニス（小平市ソフトテニス連盟）
d   ４月１９日（日）　▷体験しよう…午前９時３０分〜午後０時３０分
　  ▷試合を楽しもう…午後１時〜４時
b   中央公園テニスコート
t   市内在住・在勤・在クラブで小学４年生以上（親子参加も可）　c   ３０人
n   ソフトテニスの体験と試合を楽しむ
　  ※運動のできる服装と靴でお越しください。ラケットの貸し出しあり。
m   当日、会場へ　i   田中☎０９０（３４０３）０９０３
ソフトテニス春季市民大会（小平市ソフトテニス連盟）
d   f   ５月１０日（日）…団体戦（男子２部、女子２部）
　   　  ５月１7日（日）…団体戦（男子１部、女子１部）
　   　  ５月２４日（日）…個人戦（一般男子の部・一般女子の部）
　   　  ５月３１日（日）…個人戦（シニア男子１部、２部、シニア女子１部、２部）
　   　  予備日…６月７日（日）・１４日（日）
b   上水公園テニスコート
s   個人戦…１組２,０００円（会員１,５００円、高校生１,２００円）
　   団体戦…１チーム４,０００円（会員・高校生３,０００円）
t   市内在住・在勤・在学・在クラブの高校生以上
　  ※団体戦は、１チーム３組編成。
m   ４月２４日（金）の午後５時までに、費用を添えて体育館へ
i   河野☎０９０（３２２４）９８１６（夜間）

d…日時　b…場所　s…費用　t…対象　c…定員　n…内容　f…種目
m…申込み　h…ホームページ検索　i…問合せ先

イベント名 と　き ところ 費　用 申込み・問合せ 備　考
筋トレウォークをはじめよう 4 月13日・20日の月曜日　午前 ８時５0分～10時 中央公園じゃぶじゃぶ池集合 無料 さいとう☎0９0（7８10）3８47 インターバル速歩体験会
みんなの　うたごえ 4 月2８日（火）午後 1時30分～ 3時30分 中央公民館 2階ホール 700円 ホンカワ☎0８0（4９4８）6144 オペラ歌手と一緒に歌う
ジャノタンゴサマーコンサート ５ 月 ９ 日（土）午後 2時30分開演　 2時開場 中央公民館 2階ホール 2,000円 笹尾☎042（30８）0９03 20回目のジャノタンゴ

団体名 活動日 ところ 会　費 申込み・問合せ 備　考
フォーク・アダージョ（ギター） 第 1・3月曜日午前10時～正午 なかまちテラス 月2,000円 石田☎0９0（９32９）2277 シニア・要連絡・見学可
土曜男のクッキング 第 1・3土曜日午後 1時30分～ ５時 津田公民館 月2,000円 久米☎0８0（11９1）９6５９ 料理全般和洋中韓　初心者可
囲碁サークル　碁讃会 第 1・3火曜日午後 1時から 上水南公民館 年2,000円 まがみ☎042（342）31９９ 囲碁の好きな方どなたでも
水彩スケッチの会　楽画会 第 1・3水曜日午後 1時30分～ 3時30分（屋外は午前10時から） 花小金井北公民館ほか、屋外 月2,000円 三品☎042（344）８140 初心者可
天神ヨーガ同好会 月 2回水曜日午前10時～11時30分 天神地域センター 月2,000円 佐野☎042（4５2）９037 初心者可、無料体験あり
合気道　七曜会 第 2・4日曜日午前 ９時～11時 市民総合体育館第 4体育室 月2,000円 阿部☎0８0（５00８）９144 初心者から学べます。中高年可
小平シニアテニスクラブ 水曜日午後 1時～ ５時 上水公園テニスコート 月2,000円 熊倉☎042（332）6441 試合できる方若干名、入会金1000円
遊画会（水彩スケッチ） 第 1・3水曜日午前10時～正午（屋外は午後 2時まで） 学園東町地域センター、屋外 月2,000円 柳沼☎0８0（6５９９）4５6５ 原則屋外、天候により地域センター
中国水墨画　竜の会 第 2・4木曜日午後 2時～ 4時30分 中央公民館ほか 月2,000円 辻本☎042（341）3472 初心者・見学可
笑みっこ会　表千家茶道 第 2・4火曜日午後 1時～ ５時 中島地域センター 月2,000円 宮内☎042（344）7333 初心者可、抹茶・お菓子代含む
高齢者社交ダンス　小平シニア会 火曜日午後 1時～ 4時 福祉会館 ５階市民ホール 月2,000円 浅野☎042（342）4616 初心者可、明るく楽しく美しく
シニアソフトボール　ウィズ 火曜日午前 ９時～11時（12月～ 3月は午前11時から） 大沼グラウンド 月５00円 内田☎042（324）43９6 初心者・見学可、男女は問いません
マジックむさし会 第 1・3・５金曜日午後 1時30分～ 3時30分 なかまちテラス 月５00円 太田☎042（341）８604 初心者から始めるマジック
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とゞまらぬ時間の早さよ老いづけば
ことさら速しもう卯月なり	 安達和子
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◆春のお茶会
平櫛田中が愛した庭園で、おいしい抹茶と景色が楽しめます。ま
た、お茶会に合わせて美しい桜草を展示します。
と　き　４月24日（金）〜26
日（日）　午前10時〜午後3
時（荒天中止）
費　用　1席３00円
定　員　各60人
協　力　小平茶道華道友の会
申込み　当日、会場へ（先着
順）
▷桜草の展示
と　き　４月22日（水）〜29日（水・祝）
協　力　鳥居恒夫さん（園芸研究家）
◆わくわく体験美術館ウィーク
期間中、小・中学生は無料で観覧できます（同伴の保護者の方は
観覧料が必要）。
と　き　４月25日（土）〜５月６日（水・振休）　午前10時〜午後
４時
対　象　小・中学生
◆美術館の一部の見学を制限
令和元年度に平櫛田中彫刻美術館の記念館（平櫛田中の旧宅）の
耐震診断をしたところ、木造建築の耐震性を示す基準値を下回り
ました。この耐震結果から、来館者の安全性を確保するため、記
念館の一部が見学できなくなります。

−共　通−
開館時間　午前10時〜午後４時
※なるべく午後3時３0分までに入館してください。車をご利用
の方は、お問い合わせください。
休館日  火曜日（５月５日を除く）
観覧料　一般…３00円（220円）、小・中学生…150円（110円）
※かっこ内は、団体20人以上です。
問合せ　平櫛田中彫刻美術館☎042（３41）0098

平櫛田中彫刻美術館

◆シルバーガイド
▷新緑の玉川上水を歩く　平櫛田中彫刻美術館から小平監視所まで
ほかに、小川水衛所跡、いろりの里、小島水車跡、森田オープンガー
デン、こもれびの足湯など約６㌔㍍を歩きます。
と　き　４月25日（土）　雨天決行　
集　合　午前９時３0分、西武線一橋学園駅北口改札前
※解散は午後２時ごろ、西武線玉川上水駅。
費　用　900円　　持ち物　飲み物、軽食
申込み　小平市シルバー人材センターへ（電話・電子メール可、先着
順）☎042（３44）2120、Akodaira@sjc.ne.jp

◆まち巡りガイドツアー
▷西武多摩湖線　消えた駅を巡る
昭和3年に多摩湖鉄道として開業し、その後駅の統廃合を繰り返し
て、現在に至っています。その痕跡に沿って約５㌔㍍を歩きます。
と　き　４月18日（土）　荒天中止
集　合　午前９時３0分、JR中央線国分寺駅改札口
※解散は午後1時ごろ、西武線小平駅。
▷昔の風景が残る玉川上水を歩く
小平市西部の歴史や自然を楽しみながら玉川上水に沿って約５㌔㍍を
歩きます。
と　き　５月16日（土）　荒天中止
集　合　午前９時３0分、玉川上水駅（西武線、多摩モノレール）南口
※解散は午後1時ごろ、西武線鷹の台駅。
▷だいだらぼっちの足跡を巡る
平らな小平にも天神窪・平安窪・山王窪などの窪地があり、伝説の巨
人だいだらぼっちの足跡だという民話が残っています。これらの窪地
を巡って約５㌔㍍を歩きます。
と　き　６月20日（土）　荒天中止
集　合　午前９時３0分、西武線小平駅南口
※解散は午後1時ごろ、西武線青梅街道駅。

−共　通−
費　用　500円　　定　員　各15人
申込み　４月６日（月）から、電話または電子メールで住所、氏名、電
話番号をこだいら観光まちづくり協会へ（先着順）☎042（３12）３95
4、Ainfo@kodaira-tourism.com

ガイドの解説付きでまち歩き

新型コロナウイルス感染症情報は

小平市ホームページでは、新型コロナウイルス感染症に関する情報を掲載
しています。
市報こだいらや小平市ホームページに掲載したイベントや講座、会議など
は中止・延期になる場合があります。イベントなどに参加する前に、小平
市ホームページから、市内公共施設の休業情報や中止・延期の情報を確認
いただくかお問い合わせください。

◆市税を納期限内に納付できない方は、納税相談を
新型コロナウイルス感染症の影響で、収入が大幅に減少した、事業の継続
が難しくなったなどの理由で、市税を納期限内に納付できない事情がある
場合は、納税が猶予されることがあります。
詳しくは、お問い合わせください。
問合せ　収納課☎ 042（３46）9527

◆国民年金保険料納付が困難な方は、ご相談を
新型コロナウイルス感染症の影響で、失業や事業の廃止、休止などの理由
で、国民年金保険料の納付が困難な場合、保険料免除や猶予の申請をする
ことができます。
詳しくは、お問い合わせください。
問合せ　保険年金課☎ 042（３46）95３1

小平市ホームページで確認を

※情報は、随時更新します。右図ＱＲコードからアク
セスできます。

主な掲載内容
▷新型コロナウイルス感染症とは、相談窓口
▷小平市、小平市議会の対応
▷小平市立小・中学校、学童クラブ、保育園などの対応
▷公共施設の休業情報
▷イベント、行事、審議会などの開催状況
▷申請、申告、手続きなど
▷事業者、労働者向けの情報

手洗いで感染症を予防
外から帰ったら

外出先でいろいろな物を触った手には、ウイル
スが付着していることがあります。外から帰っ
たら手洗いをする習慣をつけて、感染症を予防
しましょう。
問合せ　健康センター☎042（３46）３700

家族への感染拡大を予防
外から帰って手を洗わずに家の中で
生活をすると、家のさまざまな場所
にウイルスを拡散させてしまいま
す。外で付着したウイルスを持ち込
まないためにも外から帰ったら手洗
いをすることが効果的です。

洗い残しに注意
流水と石けんで３0秒間の手洗いを
２回繰り返すと効果的です。石けん
を使って手を洗っても、洗い残しが
あると意味がありません。洗い残し
が多い指先、親指、手の甲は特によ
く洗いましょう。

小平市ホームページで正しい手洗い方法を紹介
小平市ホームページで、正しい手洗い方法を紹介して
います。また、東京都公式動画サイトで紹介されてい
る大人向け、子ども向けの手洗い方法の動画も見るこ
とができます。

手の甲 手のひら

洗い残しが
多い

洗い残しが
やや多い

小平市ホームページ
QRコード

指先・爪を手のひらでこ
すります

手の甲と指の間をこすり
ます

親指をねじるように洗い
ます


